
指定管理者候補者の選定結果について 
 

地方自治法第２４４条の２第３項の規定に基づき、公の施設の指定管理を行わせるにあ

たり、新設北区体育施設について、施設の設置目的をより効果的・効率的に達成するため、

平成２２年４月２３日にあらかじめ選定した現北区体育施設指定管理者より提案を求めて

おりましたが、以下のとおり候補者を選定しました。 

 

施 設 の 名 称 施 設 の 所 在 地 

阿賀野川ふれあい公園テニスコート 新潟市北区濁川２８３３番地先 

阿賀野川ふれあい公園ゲートボール場 新潟市北区濁川２８３３番地先 

 

北区体育施設

指定管理者 

候補者 

選定委員会 

委員長  五十嵐 久 人 （新潟大学教育学部教授） 

副委員長 小 熊 甚 蔵 （北区体育協会副会長・北地区スポーツ振興会副

会長）委 員  高 橋   隆 （高橋会計事務所税理士） 

委 員  若 林   孝 （北区長） 

指定管理者 

（候補者） 

新潟市開発公社＆ハピスカとよさか 

代表者 財団法人新潟市開発公社 理事長 冨 井 信 喜 

住 所 新潟市中央区白山浦１丁目６１３番地６９ 

指定期間 

（予定） 
平成２２年７月１日～平成２６年３月３１日 

選定理由 

平成２１年度北区体育施設指定管理者導入の際に、一つの指定管理者であれ

ば、照会や窓口が一本化し、市民にわかりやすく、また一体管理することによ

り事務量を軽減できる理由から、行政区で一つの指定管理者を選定した。今回

新たに新設される新潟市北区体育施設の指定管理者候補者の選定にあたって

も、同理由により現に北区体育施設を指定管理している者より具体的な提案を

いただいた。北区体育施設指定管理者候補者選定委員会において、提案者から

提出を受けた提案書により、既存指定管理施設との一体的な管理運営につい

て、特に「施設の効用の最大限発揮」、「管理運営経費の縮減」、「安全管理」

及び「収支計画」を選定基準に基づいて総合的に評価し、選考を行った。 

その結果、下記の理由により、上記の団体が適任であるとして選定した。 

指定管理者制度を十分に認識しており、地域のスポーツ振興と発展に寄与す

ることが期待できる。また、平等・公平な利用者の確保と市民へのサービス・

利便性の向上に取り組んでいることや管理運営についても、これまで十分に実

績を積んでおり、人材・ノウハウ共に充実している。 

経営面においても、経営姿勢や管理運営体制が十分に整っており、安定性は

評価できる。 



既存指定管理施設の一体的な管理運営という点からも、総合的に優れており

指定管理者候補者として、当該施設の業務遂行可能な能力を有すると判断し選

定した。 

なお、上記の委員会で決定された選定基準・評価結果は別表のとおりです。

スケジュール 

募集要領配布           平成２２年４月２３日 

募集要領質問受付         平成２２年４月２６日 

募集要領質問回答         平成２２年４月２８日 

応募書類提出           平成２２年５月１０日 

指定管理者候補者選定委員会    平成２２年５月１８日 

今後、市議会での審議・議決を経て、指定管理者に指定される。 

所管部署 

(問合せ先) 

北区役所地域課 文化・スポーツ係  

電話：０２５－３８７－１１９５ 

E-mail:chiiki.n@city.niigata.lg.jp 

 

別  表　　（選定基準・評価結果）

候補者

① ５０点×４委員 ２００ １６０

② ３０点×４委員 １２０ ７８

③ ２０点×４委員 ８０ ６８

４００ ３０６

１００ ７６．５０委員平均

管理運営経費の縮減

安全管理

評価項目 配点

施設の効用の最大限発揮

委員（４名）合計

各項目とも以下のとおり５段階評価とした。 

Ａ（５０、３０、２０）・・・優れている。 

Ｂ（４０、２４、１６）・・・やや優れている。 

Ｃ（３０、１８、１２）・・・標準的である。（標準的な成果が期待できる） 

Ｄ（２０、１２、 ８）・・・やや不充分である。（充分な成果が期待できない） 

Ｅ（１０、 ６、 ４）・・・不充分である。（ほとんど成果が期待できない） 

 

※ 評価にあたっては、全項目において標準を満たす６０点を最低基準の点数と定め、全

委員の平均得点がこれを上回ることを審査通過の要件とした。 

 


